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いは仕事仲間との再会を喜びエールの交換する風景は

国際会議ならではのもので最大の楽しみの1つでもあ

る．参加者の夫人も含め700人以上の人達が夜遅くま

で賑やかな楽しい会が続き旧交を暖めていた．

さて，論文発表は6月1日（月）から4日（木）まで

Congress-CentrumOstBuildingで行われ，開会式

より最終日まで参加した．また，6月5日（金）は

PlantTourが計画され,CARLSCHENCK,AG･

DLR,ELBARAV,MANGHH,SIEMENSの5

ケ所で実施された．

6月1日（月）午前の開会式には，国際会議の会長，

実行委員長，ケルン市長，米国駐独大使等の挨拶が行

われ，次いでProf.CharlesT.G.Dillon及びMr.

RolfBeyer2人のKeynoteAddress"Stationary

GasTurbines"が行われた．前者は，ガスタービン

このASME国際ガスタービン会議は，米国又は欧

州で開催され今回は第37回を数える歴史のある国際会

議である．昨年は米国のFlorida,Orlandoで開催さ

れ，今回はドイツのケルン市が会場となり,Aero-

space,Aircraft及びIndustrialEngines等に関す

る世界各国の最新の技術論文439件が107セッションで

発表された．（表1参照のこと）

国際会議の会場となったケルン市は，古い歴史を持

つ都市で,BC38年頃にローマ人によってライン川の

宝石として発見され，居留地が置かれた．その居留地

は{!ColoniaClaudiaAraAgrippinensium"と呼

ばれた．

ローマ人が始めた都市計画をベースとして，今日の

ケルン市の中心部に見られる街路のネットワークが作

られ，その中心部を取りまくように，リング状にハイ

ウェーが走っている．このハイウェーはケルンのリン

グとして知られるようになった．また，ケルン市は市

を取りまく公園や森林の外側に工場地帯を配するよう

に計画され，市民はそのグリーンベルトを楽しんでい

る．ケルン市は人口が約100万人の都市で，工業，銀

行，保険自動車製造，建築資材，通信等の中心地で

ある．また，ケルン教会堂（通称ドームと呼ばれてい

る）に代表されるゴシックスタイルの教会も数多く見

られる世界でも有数の都市である．更に，ビールを楽

しむ方には"Kobes"と云われるケルン市の居酒屋で，

樽から直接サービスされる冷えた"K61schbeer"を

楽しむことができる．

欧州で開催されるASME国際ガスタービン会議は

筆者にとって初めてであったが，米国で開催された国

際会議に比較して，登録等の諸手続の応待は暖かみの

感じるものであった．会議の開始する前日の5月31日

（日）には,HyattregencyHotelで"WelcomeRe-

ception''が行われ1年ぶりに会う同じ研究分野ある
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の技術の歴史について，わかり易く，ユーモアたつぶ

りに紹介してくれた．また後者は，ドイツに於けるエ

ネルギーの状況について説明したものであった．

午後からは，技術論文の発表が会場の2，3及び5

階を使って開始された．

論文発表は，第1日目は，午後2時30分から5時30

分，第2日目から第4日目までは，午前8時30分から

11時30分まで続き，午後1時30分から4時30分まで発

表が行われた．昼食は，併設された展示会場の食堂等

で取る方が多かったようである．

論文発表は，表1に示すように，107セッションで

439件の発表とパネルディスカッション6件が組まれ，

航空エンジン，発電及びコージェネレーション用ガス

タービン，石炭利用，燃焼伝熱金属材料セラミッ

ク材，ターボマシン等幅広い分野からの論文発表であ

り，筆者1人で到底カバーできるものではなく専門に

近い分野についてかけ持ちで聞くことにした．今回は

たまたま筆者の仲間が参加したのでそれぞれの専門分

野についてまとめてもらい協力してもらった．以下に

主なテーマについて紹介する．

1．燃焼と燃料

このテーマは最近の環境問題を反映し，特に低

NOx化に関する研究発表が多く，燃焼器への数値解

析の適用及び予混合と希薄燃焼に関する研究が中心で

あった.GE社のJ.A.Lovett等は，予混合，希薄燃

焼では火炎の安定性が重要との観点からフレームホル

ダーの形状について，及びJ.R.Maughan等は，予

混合,希薄燃焼でのNOx及びCOを低減させるために

は，いかに均一に混合するかがポイントとの観点から，

予混合距離及び噴射孔の位置をパラメータに試験を行っ

ている．東北電力㈱松崎，三菱重工業㈱谷村等は

1,500℃級ガスタービン用燃焼器について，マルチノ

ズル（8ケ)，予混合燃焼のコールドフローテスト及

び大気圧燃焼試験結果を発表している．電中研中田，

㈱東芝芳根等は，石炭ガス化ガス用燃焼器について，

副室を有するリッチリーン燃焼の大気圧試験結果につ

いて発表している．

2．ガスタービンの開発

このテーマでは，高効率発電プラントを狙ったター

ビンの高温化と耐熱材料として注目されているセラミッ

ク材を利用した小形ガスタービン及び自動車用ガスター

ビンに関する発表が多かった．高温化についてはウェ

エネルギー・資源

スティング社(WH社）のD.T.Entenmann,三菱

重工業㈱青山等は501F形ガスタービンのupdateにつ

いて,高砂工場での実負荷試験を中心に発表し，筆者

及び東北電力㈱松崎等と共に1,500℃級蒸気冷却ガス

タービンについて,蒸気冷却静翼，空冷動翼及び一方

向凝固材(DS材),単結晶材(SC材)での複雑な冷却構

造空冷翼の製造性等の研究成果を発表した．また，セ

ラミックガスタービンについては，通産省,AIST

本城,NEDO荻本等が300Kwコージェネレーショ

ン用セラミックガスタービンの常温オーバスピード試

験，タービン入口温度900℃の試験結果について発表

があった．この他，アリソン社のタービン入口温度

1,371℃,100時間のセラミックガスタービンの耐久試

験，ロックウェル社のロケットエンジン用ターポポン

プヘのセラミック材の適用評価の結果，ギャレット社

のセラミック試験片によるFOD衝撃試験結果につい

て発表があった．

3．翼冷却と熱伝導

ガスタービン翼の熱伝達に関しては，翼内外の回転

場を含めた大規模な実験によるデータの蓄積が進み，

物理現象の把握と実機への応用が一層進んでいる．ま

た諸外国では大規模実験研究は複数の組織が力を合わ

せて行う方向にある.GE社のN.Abuaf等は2リター

ンタービュレンスプロモータ付き空冷動翼内部流れ場

と10倍に拡大したモデルを使用して静止場での熱伝達

率分布を実験により求めている．また,GE社のF.J.

Cunhaがガスタービン動翼内部冷却路に関する数値

熱伝達予測，回転に起因するコリオリカ，浮力の影響

及びリブタイプの乱流促進体を考慮する発達した流れ

の解析を行っている．NASALewisResearchCen-

terのK.C.Civinskas等はスペースシャトル用ター

ビンの第1段静翼の翼面上の熱伝達率と圧力分布の計

測を行っており，実験と数値解析結果は比較的良い一

致を示しているとのことであった.UnitedTechnol-

ogiesResearchCenterのM.F.Blairは常温の回転

試験装置でタービン翼間の熱伝達率分布を計算してい

る.TextronLycomingのR.S.Abhari等は実機条

件を模擬できるブローダウン風洞試験によってフィル

ム冷却下の翼面上の熱伝達率分布とその時間変化を計

測している．非冷却及び冷却回転試験，二次元翼列試

験等の結果を比較している．静翼後流による主流圧力

変動のフィルム吹き出しへの影響をモデル化し解析し

た結果，比較的良い一致を見たとしている．
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4．材料

このテーマでは，新材料についての具体例の発表は

なく，主としてThermalBarrierCoating(TBC),

寿命評価法，補修が中心であった.DS及びSC翼はガ

スタービンメーカーと素材メーカーの共同で開発が推

進されている所であるが特にSC翼の大型化は今後の

開発を待つといった所である．今回の会議では,GE

社のJ.A.Connerは，パック，パックセメンテーショ

ン,CVD法によるPt-AlをSC材に施工し，従来の

単純Alと比較している.PWAのS.M.Meier等は，

TBCとして，プラズマ溶射(PSZ)とEB-PVDに

よるコーティングの性能を材料試験により検証してい

る.SouthwestResearchlnstitute(SWRI)のH

L.Bernstein等は,GEの7001機種の第1段静翼のク

ラック発生の解析及び余寿命推定法について発表して

いる.LiburdiEngineeringLtd.のK、A.Ellison

等は，タービン動翼(IN738LC製)'､IN738粉末金属

で補修した例を紹介している.SWRIのH.L.Bernst-

einは，産業用ガスタービンのLifeManagement

Systemについて耐酸化，耐食コーティング,TBCの

劣化，割れ等の解析をEPRIと共に実施した成果を発

表している．

5．展示

展示会場は技術論文発表会場に併設されて,208社

に及ぶ，産業用ガスタービン，航空用エンジン，材料，

補機，計測器及び補修に関するメーカー及び団体が展

示を行っている．展示会場は約9,000㎡の広さで，会

場の中央には,GE/アルストム,ABB,WH/MHIが

それぞれ大きなブースを構え，この3ブースで会場の

8％を占めている．また，日本からは,IHI,日立製

図－1展示会場入口附近
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作所，三菱重工が参加していた．

展示会場と論文発表の会場とは，2ケ所のエスカレー

タで連絡されてあり気軽に往来ができるようになって

いる．（図-1）以下に主なメーカーの展示状況を紹介

する．

･GE/アルストム

2社共同で最大のブースを確保し，ブースの一段高

い所にネオンで輝くGTローダの大きな模型を据え付

け，ひときわ訪問者の注目を集めていた．（図-2）展

示ブースの中央には,F7EA及びF9E用のDryLow

NOxCombustOr,燃焼器用マルチノズル，ライナー

を置き,F5用の燃焼器用マルチノズル，ライナー，

タービン静翼，動翼を配列していた.F7F/F9Fの

設計から運転までの経緯をパネルで説明すると共に，

タービン動静翼を展示していた.F7F/F9Fの第1

段DS材動翼をカットし，冷却流路も良好にできてい

ることをPRしていた．

図-2GE/アルトムブース

･WH/三菱重工

東洋的なイメージを出すため，扇や祇園祭の写真を

飾り，壁を朱色にし，訪問者の関心を集める工夫が見

られた.501F/701Fの本体の開発状況を示すパネルと

共に，燃焼器，動静翼の実物を展示し,501F用第1

段及び2段のDS動翼を出していた．

･ABB

{LowNOxTechnology"のタイトルを掲げ，同

社の開発したダブルコーン型燃焼器の性能，構造，実

績を中心にPRをしていた．このダブルコーンを改良

したEV－バーナーの性能，構造，実績も合わせて紹

介していた．

･Siemens

同社の開発したHvbrid-burnerを中心に展示をし
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ており，更に排ガス特性，構造をパネルを使って紹介

していた．

この他，ロールスロイスはRB211の展示,United

TechnologiesはFT8の展示を行っていた．また，

日本のメーカーとしては，三菱重工がWHと共同で展

示を行い，日立製作所は，パネルを中心に,IHIは航

空転用機を中心に展示を行っていた．材料メーカーの

展示も多く，ドイツのThyssen,英国のA・E.Tur-

bine,Howmet,米国のWymanGordonMA,及

EFWalbarMetalslnc.等が動静翼，ロータディス

エネルギー・資源

ク等の試作品を展示していた．

歴史と伝統のあるドイツ，ケルン市で開催された

ASME国際ガスタービン会議ケルン大会は，米国で

開催された同会議の明るく，陽気なアメリカ人との違

いを感じると共に，ドイツ人の細やかな心使いと同時

に規律を重んじる厳しさを感じ，非常に好感が持てた．

また，論文発表の会場での活発な質疑応答，更には展

示会場での製品，試作品を見ての技術的説明や質問の

やりとりは，我々技術者にとって大きな刺激となりか

つ良い勉強となり大変有意義であった．

Information

｢伊東弘一氏らASME-IGTI'91

最優秀論文賞を受賞／」

本学会会員大阪府立大学工学部機械工学科教授伊東弘一氏，助教授横山良平氏および関西電力㈱総合技術

研究所主席研究員松本芳一氏は,ASME-IGTI(アメリカ機械学会国際ガスタービンインスティチュート）

の産業・コージェネレーション委員会から，1991年度最優秀論文賞を受賞されました．

これは，昨年ブタペストで開催されたASMECogen-TurboCongressで受賞された下記の論文に対す

るもので，受賞式は，本年6月2日㈹にドイツ国ケルンで開催されたTurbo-ExpoCongressの会場で行

われました．

R・Yokoyama,K.ItoandY.Matsumoto:"OptimalSizingofaGasTurbine
J

”

CogenerationPlantinConsiderationofitsOperationalStrategy
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